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一般質問

広島平和学習の様子

続
々
と
出
て
く
る
不
正
な
行
政
執
行
と

市
長
の
虚
偽
答
弁
の
疑
い

伊
藤　

央
議
員

（
一
人
会
派
と
維
新
の
会
）

子
育
て
施
策
に
つ
い
て
／

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
増
設
を

鈴
木
だ
い
ち
議
員

（
日
本
共
産
党
小
平
市
議
団
）

文
化
の
灯
を
未
来
へ
。
ル
ネ
こ
だ
い
ら
の 

大
規
模
改
修
等
の
基
金
設
立
を

質
問　

①
平
成
25
年
度
に
劣
化
診
断

調
査
を
行
っ
て
か
ら
12
年
が
た
と
う

と
し
て
い
る
が
、
現
在
の
建
物
、
設

備
の
老
朽
化
の
状
況
は
。

　

②
財
政
負
担
を
平
準
化
す
る
た
め

に
、
ル
ネ
こ
だ
い
ら
の
大
規
模
改
修

や
施
設
更
新
の
た
め
の
基
金
の
設
立

に
つ
い
て
市
の
見
解
は
。

市
長　

①
ル
ネ
こ
だ
い
ら
は
、
開
館

か
ら
30
年
以
上
が
経
過
し
、
建
築
設

備
、
空
調
・
電
気
設
備
、
舞
台
機
構

や
制
御
機
器
な
ど
の
各
種
設
備
に
年

数
相
応
の
経
年
劣
化
が
見
ら
れ
る
状

況
で
あ
る
。

　

②
公
共
施
設
の
改
修
等
を
実
施
す

る
に
当
た
っ
て
は
、
臨
時
的
に
多
く

の
費
用
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
財
源
と
し
て
は
、
国
や
東
京
都

か
ら
の
補
助
金
や
、
市
債
や
基
金
の

活
用
な
ど
、
財
政
負
担
の
平
準
化
を

図
り
な
が
ら
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

公
共
施
設
の
整
備
や
維
持
に
関
連
す

る
経
費
に
充
て
る
た
め
の
基
金
と
し

て
は
、
現
在
、
公
共
施
設
整
備
基
金

が
あ
る
の
で
、
ル
ネ
こ
だ
い
ら
の
改

修
を
実
施
す
る
際
に
も
、
公
共
施
設

整
備
基
金
を
活
用
す
る
こ
と
を
想
定

し
て
い
る
。

市
長
が
標
榜
す
る
子
育
て
で 

選
ば
れ
る
ま
ち
の
具
体
的
な
施
策
と
は
何
か

質
問　

①
津
田
団
地
の
公
園
に
あ
る

大
き
な
黄
色
い
遊
具
は
令
和
６
年
か

ら
使
用
禁
止
の
状
況
で
あ
る
。
こ
ど

も
が
利
用
す
る
公
園
等
の
遊
具
は
十

分
な
予
算
措
置
を
講
ず
る
べ
き
で
は
。

　

②
市
内
の
認
可
保
育
園
で
は
物
価

高
騰
の
影
響
に
よ
り
、
給
食
の
果
物

を
提
供
す
る
頻
度
を
減
ら
し
て
い
る

と
聞
い
て
い
る
。
市
内
保
育
園
の
給

食
の
質
を
担
保
す
る
た
め
に
、
市
と

し
て
補
助
す
べ
き
だ
が
見
解
は
。

市
長　

①
都
営
津
田
町
三
丁
目
ア
パ

ー
ト
の
黄
色
い
遊
具
は
、
東
京
都
住

宅
供
給
公
社
が
管
理
し
て
い
る
公
園

で
あ
り
、
予
算
措
置
の
対
象
で
は
な

い
。
市
管
理
の
公
園
遊
具
は
１
年
に

１
回
点
検
を
実
施
し
、
点
検
結
果
に

基
づ
き
補
修
、交
換
を
行
っ
て
い
る
。

　

②
市
内
の
保
育
施
設
等
に
は
、
物

価
高
騰
に
対
す
る
補
助
を
行
っ
て
い

る
。
給
食
の
質
を
担
保
す
る
補
助
は

市
全
体
の
優
先
度
等
を
踏
ま
え
、
既

存
の
補
助
事
業
等
の
見
直
し
等
も
含

め
た
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

年
金
で
も
入
所
で
き
る
特
別
養
護 

老
人
ホ
ー
ム
の
増
設
で
待
機
者
解
消
を

質
問　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
申

請
し
た
も
の
の
入
所
で
き
ず
に
死
亡

し
た
人
の
過
去
５
年
間
の
人
数
は
。

市
長　

令
和
２
年
度
６１
人
、
３
年
度

６４
人
、
４
年
度
７６
人
、
５
年
度
５６
人
、

６
年
度
３０
人
で
あ
る
。

戦
後
８０
年
、
小
平
市
非
核
平
和
事
業
の 

継
承
と
発
展
に
つ
い
て

質
問　

小
・
中
学
生
の
広
島
平
和
学

習
に
つ
い
て
、
さ
ら
な
る
拡
充
が
必

要
と
考
え
る
が
見
解
は
。
ま
た
、
過

去
３
年
間
の
定
員
数
と
応
募
者
数
は
。

教
育
長　

戦
後
８０
年
の
節
目
と
な
る

令
和
７
年
度
は
、
定
員
を
１０
人
か
ら

１５
人
に
拡
充
し
た
。
引
率
者
等
の
人

数
も
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
安
全
に

引
率
で
き
る
適
切
な
こ
ど
も
の
人
数

は
、
約
１０
人
が
妥
当
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
定
員
数
は
令
和
５
年
度
及

び
６
年
度
は
１０
人
、
７
年
度
は
１５
人
、

応
募
者
数
は
令
和
５
年
度
は
８０
人
、

６
年
度
は
１０３
人
、
７
年
度
は
１０８
人
で

あ
る
。

朝
の
学
校
開
放
と
教
室
不
足
、 

教
育
環
境
整
備
の
充
実
を
問
う

質
問　

朝
の
学
校
施
設
開
放
事
業
に

つ
い
て
事
故
や
け
が
の
対
処
方
法
や

緊
急
時
の
対
応
は
各
学
校
が
定
め
る

危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
倣な

ら

う
と
あ

る
。
今
後
は
、
見
守
り
員
の
増
員
等

も
必
要
と
考
え
る
が
見
解
は
。

教
育
長　

他
市
の
事
例
や
委
託
事
業

者
と
の
意
見
交
換
を
踏
ま
え
て
、
現

在
は
見
守
り
員
を
２
人
と
し
て
い
る
。

今
後
、
利
用
児
童
数
が
想
定
を
超
え

た
場
合
は
、
適
切
な
人
員
体
制
を
検

討
し
て
い
く
。

花
小
金
井
駅
周
辺
の
整
備
に
つ
い
て

質
問　

①
現
時
点
で
市
長
の
描
く
花

小
金
井
駅
周
辺
の
姿
は
。

　

②
花
小
金
井
駅
北
口
に
は
駐
車
場

が
少
な
い
。
近
隣
の
幼
稚
園
等
の
行

事
の
際
、
東
京
都
小
平
合
同
庁
舎
の

駐
車
場
を
時
間
貸
し
有
料
駐
車
場
と

す
る
提
案
を
東
京
都
に
で
き
な
い
か
。

市
長　

①
市
の
中
心
的
な
に
ぎ
わ
い

の
創
出
と
周
辺
の
緑
が
融
合
し
た
魅

力
的
な
ま
ち
を
目
指
し
て
い
る
。
鉄

道
立
体
化
の
実
現
に
よ
り
、
鉄
道
で

分
断
さ
れ
た
市
街
地
の
一
体
化
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
等
を
想
定
し
て
い
る
。

　

②
行
事
の
際
は
各
施
設
で
は
原
則

徒
歩
や
自
転
車
等
で
の
参
加
を
お
願

い
し
て
お
り
、提
案
の
考
え
は
な
い
。

市
民
の
要
望
は
東
京
都
に
伝
え
る
。

子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
、 

こ
だ
い
ら
と
し
て
働
く
保
護
者
支
援
を

質
問　

①
病
児
・
病
後
児
保
育
に
つ

い
て
、
市
と
し
て
東
京
都
の
病
児
保

育
推
進
事
業
の
活
用
の
方
針
は
。

　

②
同
事
業
の
周
知
と
利
用
促
進
は
。

市
長　

①
既
存
２
施
設
は
令
和
７
年

度
か
ら
、
新
設
予
定
の
施
設
は
開
設

当
初
か
ら
の
活
用
を
予
定
し
て
い
る
。

　

②
第
三
期
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
で
は
、
量
の
見
込
み
を
上

回
る
確
保
方
策
を
設
定
し
て
い
る
が
、

今
後
、
新
た
な
施
設
の
整
備
が
必
要

な
場
合
に
は
事
業
を
周
知
し
、
活
用

を
検
討
し
て
い
く
。

平
和
事
業
の
継
承
と
発
展
を
問
う
／

教
育
環
境
整
備
の
充
実
を
問
う

三
輪
博
美
議
員

（
日
本
共
産
党
小
平
市
議
団
）

ひ
き
こ
も
り
当
事
者
と
家
族
に
寄
り
添
う 

支
援
を
進
め
る
た
め
に

質
問　

①
実
践
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
ら
れ
る
個
別
相
談
が
必
要
で
は
。

　

②
国
が
2025
年
に
作
成
し
た
ひ
き
こ

も
り
支
援
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
活
用
し
、

支
援
者
向
け
研
修
を
行
う
べ
き
で
は
。

市
長　

①
こ
だ
い
ら
生
活
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
で
は
、
当
事
者
に
寄
り
添

う
支
援
を
行
う
中
で
、
状
況
に
応
じ

て
、
家
族
会
や
Ｊ
Ｏ
Ｙ
！
Ｊ
Ｏ
Ｂ 

Ｋ
Ｏ
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｒ
Ａ
を
活
用
し
た
支
援

を
提
案
す
る
と
と
も
に
、
公
認
心
理

師
等
の
個
別
相
談
会
を
行
っ
て
い
る
。

　

②
東
京
都
が
実
施
し
て
い
る
支
援

者
向
け
研
修
な
ど
を
関
係
者
に
案
内

し
、支
援
者
の
育
成
に
努
め
て
い
る
。

空

き

家

の

対

策

と 
利

活

用

に

つ

い

て

質
問　

①
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関

す
る
特
別
措
置
法
が
改
正
さ
れ
、
空

き
家
活
用
の
拡
大
や
管
理
不
全
空
家

が
指
導
や
勧
告
の
対
象
に
な
っ
た
こ

と
で
対
応
が
進
ん
だ
例
は
あ
る
か
。

　

②
居
住
支
援
協
議
会
は
空
き
家
の

活
用
に
つ
な
が
っ
て
い
る
か
。

市
長　

①
現
在
、
空
き
家
が
点
在
し

て
い
る
た
め
、
重
点
的
に
空
き
家
等

の
活
用
を
図
る
エ
リ
ア
を
設
定
す
る

よ
う
な
対
象
区
域
は
な
い
。
管
理
不

全
空
家
等
は
認
定
実
績
が
な
く
、
法

改
正
で
対
応
が
進
ん
だ
例
は
な
い
。

　

②
居
住
支
援
協
議
会
は
、
空
き
家

は
協
議
の
対
象
と
し
て
い
な
い
。

西
武
新
宿
線
の
鉄
道
立
体
化
の 

さ

ら

な

る

推

進

を

質
問　

①
鉄
道
立
体
化
に
つ
い
て
令

和
４
年
に
花
小
金
井
駅
前
で
オ
ー
プ

ン
ハ
ウ
ス
が
開
催
さ
れ
た
が
、以
降
、

再
び
開
催
し
て
周
知
し
な
い
の
か
。

　

②
よ
り
一
層
鉄
道
立
体
化
の
機
運

醸
成
を
進
め
て
い
く
考
え
は
あ
る
か
。

市
長　

①
令
和
４
年
度
は
、
花
小
金

井
駅
付
近
が
鉄
道
立
体
化
の
検
討
対

象
区
間
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ

と
な
ど
に
つ
い
て
認
知
度
を
一
層
高

め
る
た
め
に
開
催
し
た
。
令
和
５
年

度
以
降
も
同
様
に
開
催
し
て
い
る
。

　

②
立
体
化
は
巨
額
の
費
用
を
要
す

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
引
き
続
き
認
知

度
を
一
層
高
め
る
た
め
の
オ
ー
プ
ン

ハ
ウ
ス
の
開
催
等
を
実
施
し
て
い
く
。

令
和
７
年
選
挙
の
投
票
及
び 

投
票
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て
伺
う

質
問　

①
令
和
７
年
に
行
わ
れ
た
市

長
選
挙
、
東
京
都
議
会
議
員
選
挙
、

参
議
院
議
員
選
挙
で
投
票
用
紙
を
選

挙
管
理
委
員
会
に
請
求
し
た
人
数
は
。

　

②
投
票
率
向
上
の
た
め
の
取
組
は
。

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長　

①
市

長
選
挙
で
は
３０４
件
、
東
京
都
議
会
議

員
選
挙
で
は
５４８
件
、
参
議
院
議
員
選

挙
で
は
８３５
件
だ
っ
た
。

　

②
選
挙
の
特
設
ペ
ー
ジ
を
設
け
、

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
市
報
等
に
掲
載
し
情

報
に
ア
ク
セ
ス
し
や
す
く
な
る
よ
う

努
め
た
。
ま
た
、
Ⅹ
等
へ
の
投
稿
な

ど
選
挙
啓
発
の
取
組
を
行
っ
た
。

鷹
の
台
駅
前
広
場
整
備
工
事
の 

不
公
正
な
事
務
執
行
と
虚
偽
答
弁
の
疑
義

質
問　

①
夜
間
路
床
改
良
工
事
に
つ

い
て
市
は
、
業
者
が
協
議
な
く
工
事

に
入
っ
た
と
答
弁
し
て
き
た
。
工
事

に
伴
う
通
行
止
め
等
の
Ｐ
Ｒ
文
書
作

成
に
係
る
道
路
課
職
員
と
業
者
間
と

の
メ
ー
ル
が
存
在
す
る
が
、見
解
は
。

　

②
市
が
所
有
者
で
あ
る
二
脚
鳥
居

支
柱
の
未
払
い
や
、
標
識
の
移
設
工

事
に
お
け
る
基
礎
部
分
の
積
算
抜
け

落
ち
に
よ
る
未
払
い
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。
こ
れ
ら
の
支
払
い
準
備
は
。

市
長　

①
Ｐ
Ｒ
文
書
の
調
整
で
あ
り
、

工
事
の
協
議
に
は
当
た
ら
な
い
。
業

者
は
必
要
な
協
議
を
経
ず
施
工
し
た
。

　

②
適
正
な
手
続
に
基
づ
き
支
払
い

を
し
て
い
る
。
未
払
い
の
認
識
は
な

い
の
で
支
払
い
準
備
は
し
て
い
な
い
。

不
公
正
な
行
政
事
務
執
行
と 

議
会
に
お
け
る
虚
偽
答
弁
の
疑
義
に
つ
い
て

質
問　

一
橋
学
園
駅
タ
ク
シ
ー
乗
り

場
整
備
工
事
で
地
中
か
ら
発
生
し
た

が
ら
の
処
理
に
つ
い
て
、
市
は
必
要

な
支
払
い
を
し
て
い
る
旨
の
答
弁
を

し
た
。
実
際
は
適
正
な
処
分
費
用
を

支
払
わ
ず
交
通
誘
導
警
備
員
を
増
や

す
こ
と
で
帳
尻
を
合
わ
せ
た
の
で
は
。

市
長　

管
理
棟
撤
去
の
際
の
基
礎
コ

ン
ク
リ
ー
ト
部
分
は
根
拠
資
料
の
提

出
が
な
く
支
払
い
が
で
き
な
か
っ
た
。

交
通
誘
導
警
備
員
は
、
追
加
の
工
事

で
必
要
な
増
員
を
行
っ
た
も
の
で
あ

り
、帳
尻
を
合
わ
せ
た
事
実
は
な
い
。

文
化
の
灯
を
未
来
へ
。
ル
ネ
こ
だ
い
ら
の 

大
規
模
改
修
等
の
基
金
設
立
を

山
田
大
輔
議
員

（
自
民
党
小
平
政
和
会
）

花
小
金
井
駅
周
辺
の
整
備
／

子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
と
し
て
支
援
を

川
里
富
美
議
員

（
フ
ォ
ー
ラ
ム
小
平
）
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